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研究成果の概要（和文）：持続性知覚性姿勢誘発めまい(PPPD)診断のための問診票(Niigata PPPD 
Questionnaire, NPQ)を作成し、その信頼性と妥当性を検討した。視覚誘発項目の9点をカットオフとするとPPPD
診断の感度は82%、特異度は74%であった。NPQの質問項目を因子分析し、その結果からPPPD患者をクラスター解
析したところPPPDには、視覚誘発優位タイプ、能動運動誘発優位タイプ、混合型の3つのサブタイプが存在する
ことが判明した。また、SSRI/SNRI投与は比投与群と比べ、投薬開始6か月～12か月後には有意にNPQ, DHI, HADS
が低下し、PPPDに有効な薬物と考えられた。

研究成果の概要（英文）：Reliability and validity of Niigata PPPD Questionnaire (NPQ) were tested on 
chronic vestibular patients. Cut off point of 9 for visual stimulation factor showed sensitivity of 
82% and specificity of 74% in diagnosing PPPD. Factor analysis followed by cluster analysis of 
responses to NPQ revealed that PPPD had three subtypes: visual-dominant subtype, active 
motion-dominant subtype, and mixed subtype. SSRI/SNRI showed significant long-term (6-12 months) 
decrease in scores of NPQ, DHI, and HADS in comparison with non-treated controls in the treatment of
 PPPD patients, suggesting that anti-depressants would be effective drugs for PPPD. 

研究分野： めまい平衡医学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
慢性めまいの中でも最も頻度の高いPPPDであるが、診断基準に則った診断を行うためにはやや熟練が必要であっ
た。しかし、本研究で作成したNPQ問診票を用いることによって、比較的高い確度でPPPDを診断できるようにな
り、PPPDの概念の浸透や診断に対して貢献した。また同問診票は、ドイツ語、フランス語、スペイン語等へ翻訳
され、世界的にもPPPD診断に関して貢献している。また、薬物治療に関して、これまで対照群を使った研究の報
告はなかったが、本研究で比投与群を対象として比較した結果、SSRI/SNRIのPPPDに対する有効性が確認され、
PPPDの薬物治療のエビデンスが構築された。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 慢性めまいは急性めまいと異なり眼振や平衡異常などの所見に乏しく、ややもすると原因不
明の「めまい症」判断され、明確にめまいを訴えるにもかかわらずそのまま放置される患者も多
かった。2017 年に Barany Society から持続性知覚性姿勢誘発めまい(Persistent Postural-
Perceptual Dizziness, PPPD)の診断基準が報告され、これまでめまい症とされてきた患者の少
なくとも一部分は PPPD の診断基準を満たすことが分かりつつあった。 
 しかし、詳細な問診に基づく PPPD の診断は熟練を要するやや難解なものであり、めまい平
衡医学の専門医にとっても PPPD の診断や概念の普及はなかなか進まない状況であった。 
 
 
２．研究の目的 
 本研究では、PPPD の診断を容易にするための問診票を作成しその信頼性と妥当性を検討し、
SSRI/SNRI による薬物治療の効果を検証することを目的とした。さらに、問診票の結果を解析
することで PPPD にサブタイプがあるのかどうか検証し、サブタイプごとの特徴に基づいた個
別化治療の可能性を提唱する。 
当初は、PPPD の動物モデルを作成し、その病態や有効な治療の開発を行うことも目的として

いた。 
 
 
３．研究の方法 
 (1) Niigata PPPD Questionnaire(NPQ)の開発と検証 
  PPPD の誘発要因である、立位・歩行、運動(能動あるいは受動)、視覚刺激の 3 因子それぞ
れ 4 項目総計 12 項目からなる問診票(NPQ)を作成した。PPPD 患者および他のめまい疾患の患者
それぞれ 50名に NPQ を施行し、問診票の信頼性を Cronbach α係数を用いて検討した。問診票
の妥当性は、PPPD 患者とコントロール患者の間で問診票の回答に差があるかどうかを検証した。 
 
 (2)PPPD のサブタイプの検証 
  PPPD 患者 108 名の NPQ の回答を因子分析し、その結果を用いて PPPD 患者をクラスター解析
することで PPPD のサブタイプを検討した。サブタイプ間で患者背景や平衡機能検査を比較する
ことで、サブタイプの特性を解析した。 
 
 (3) PPPD に対する SSRI/SNRI の効果 
  PPPD 患者に SSRI あるいは SNRI を投与し、6～12か月後の NPQ, DHI, HADS への影響を検討
した。対象として、副反応などにより内服治療を行わず経過観察した無投薬群においても同様の
検討を行った。 
 
 
４．研究成果 
 (1) Niigata PPPD Questionnaire(NPQ)の開発と検証 
    NPQ の Cronbachα係数はトータルスコアで 0.91、立位歩行項目で 0.88、運動項目で 0.75、
視覚項目で 0.83 であった。運動項目以外がすべて 0.8 以上と高い信頼性が確認できた。運動項
目には能動運動と受動項目が含まれており、患者間で能動あるいは受動運動への感受性に差が
るために運動項目の係数がやや低めに出たと考えられた。NPQ のトータルおよび各項目は、PPPD
患者において他のめまい疾患のコントロール群と比べ有意に高値であり、NPQ 問診票の妥当性が
確認された。ROC 曲線を解析した結果、視覚項目の AUC が最も広く 0.83 であった。視覚刺激 9
点をカットオフ値とした場合、PPPD 診断の感度、特異度はそれぞれ 82%, 74%であった。 
 
 (2)PPPD のサブタイプの検証 
  PPPD 患者の NPQ を因子分析した結果、問診項目には、視覚誘発、能動運動誘発、受動運動・
立位、の 3 つの因子が存在することが判明した。この 3 つの因子を用いて NPQ 患者のクラスタ
ー解析を行った結果、PPPD は視覚誘発優位型、能動運動優位型、混合型の 3 つのサブタイプに
分類され、それぞれ全体の 45%, 19%, 36%を占めた。サブタイプ間の比較では、能動運動優位型
は視覚誘発優位型に比べ有意に高齢であった。視覚誘発優位型で重心動揺の視覚依存(ラバーロ
ンベルグ率)が高くなるなどが予想されたが、その他の一般平衡機能検査や HADS 問診票、先行疾
患などには差を認めなかった。検査感度が低いことが要因と考察された。 
  サブタイプごとの個別化治療、例えば、視覚誘発優位型には慣れ=habituation を主体とし
た前庭リハビリテーションが有効かどうかなど、今後の検討課題と考えられた。 
 
 (3) PPPD に対する SSRI/SNRI の効果 



    SSRI 投与により、治療前と比べ DHI は 6か月、12か月後では有意に低下していた。同様に、
HADS と NPQ はそれぞれ 6 か月、12 か月後および 1, 3, 6, 12 か月後に有意な低下を認めた。
SNRI では、DHI, HADS, NPQ に対して、3, 6 か月後、3、6か月後、および 6か月後に有意な効果
を認めた。無投薬群では 3か月後の NPQ にのみ有意な効果を認めたが、それ以外、特に 6, 12 か
月の長期経過後においてはいずれの指標にも有意な効果を認めなかった。以上から、SSRI/SNRI
は PPPD に対して長期にわたって有意な効果を認める薬物と判定された。 
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